黒い 蛇 (こんな もの は、 あんまり 感心 しないね) それ 

から ヤシの 木。 マング 口 ー プの 木。 ゴムの木。 それ か 

きん 

らスコ —ル。 マラ リャ。 デング 熱の バイ 菌。 カヌ ー と 

いう 丸木舟。 火山。 毒矢 …… ああ、 いくらでもで てく 

る。 が、 このへんで やめて おこう。 

とにかくす ばらしい ではない か、 熱帯 地方の 多島海 

は！ 

「よし、 行 こ、 つ」 

「それでき まった。 行こう、 行こう」 

ぼく も サム も、 語り合ったり、 熱帯 地理 書の ぺ— ジ 

をく つたり している うちに、 すっかり 熱帯 多島海のと 



りこに なって しまった。 もう 明日に も 行きた くな つた _ 

二人とも 気が短い。 夏休み はま だ 四 週間 あまりた た 

ない と 来ない ので ある。 

「ああ、 夏休みになる まで、 ずいぶん 日が あるよ。 退 

屈 だね え」 

「今年 は 暑い から、 夏休み を 一 週間 早くして くれても 

よさそう な もんだ ね」 

サム も、 ぼく も、 好き勝手な こと をい う。 

が、 出発の 日まで、 それほど 退屈し ないで すんだ。 

というの は、 熱帯 地方で 六十 日 を おもしろく あそぶ た 

めに は、 ぼくたち は、 いろいろと 用意 をして おかな く 



て はならない 仕事が あ つたから だ。 

そこでい よいよ 夏休みの 初日が 来て、 ぼくたち 二人 

は、 飛行艇に のりこんで 出発した。 はは はは は、 すば 

らしい 冒険 旅行 の 門出 である。 

飛行艇 は、 すばらし いね。 「すばらし いね」 というの 

は、 ぼくや サムの 口ぐ せ だと 非難す る 友人 も あるが、 

しかし ほんとうに すばらし い - とば つかりに ぶっかる 

ん だから、 すばらし いといい あらわす しかな いんだ。 

飛行艇が 離水す る 前に、 はげしい いきおいで 水上 滑走 

をす る。 そのと き浪 がお こって、 窓に ぶっかる。 窓 は 

浪で 白く 洗われ、 外が 見えなくなる。 そして 梃 は、 も 



すばらし いぎ 画 

きようり ゆうごう 

ぼくたち 二人 は、 しばらく その 豆 潜水 艇 恐 龍 号 (ど 

うです、 すばらしい 名前で はない か) の 運転 を 習うた 

ドック ぎし 

めに、 ギネタ 船渠 会社へ 通った。 技 土の アミ— ル氏 は、 

元 海軍 下士官で 潜水艦の リ八 年の 経歴が ある 人 だそう 

で、 ぼくたちに 潜水艦の 操縦 を 教える の は 上手で あつ 

た。 

「な あに、 こんな ものの 操縦なん か、 わけはない。 自 

分が 人間で ある こと を 忘れて、 魚に なった つもりで 泳 

ぎまくれば いいんだ。 ほら、 このと おり …… 」 



「実例 を あげる と、 すぐ 分る。 たとえば、 上甲板に 人 

間が 残って いる。 それ を 忘れて、 そのまま 艇が 海の 中 

に 潜って しまえば、 その 人間 は、 たいへん 困る だろう _ 

できし 

困る どころ か、 溺死して しまう からね」 

「はは— ん、 なるほど」 

ひ ほ 

「第二の 例。 上甲板に、 虫の ついた 小麦粉 を 陽に 乾し 

て ある。 それ を 中へ 入れる の を 忘れて、 その 潜水艦が 

海の 中へ 潜って しまえば、 小麦粉 はもう、 永久に サョ 

ナラ だ」 

「ああ、 分かりました」 

ぼくたち は 操縦 を 一 生けん めいに 練習した。 アミ— 



大 恐龍が 海の 中から 首 を 出したり 引 込めたり する よう 

に 見える だろう。 さあ そのと き、 すぐ 前に 汽船が 通つ 

て いたら どうだろう。 

I うわつ、 恐龍が 本船の 間近に あらわれた。 た、 

た、 たいへん だ！ 

と、 そこで 汽船の 中 は 上 を 下への 大 そうどう となり、 

無電 を 打ったり して、 〃大 恐龍が 熱帯 海 にあら わる。 

二十世紀の 大 ふしぎ， とて 世界中に 報道され て大 さわ 

ぎになる だろう。 

ぼくたち は 恐龍の 目玉の 中に とりつけて ある 写真機 

で、 汽船の さわぎ をい く 枚 も 撮って おく。 そして 当分 



へ はおいて おけない。 そこで その 夜、 ぼくたち はこの 

荷物 を 海岸の ギネタ 船渠の 構内に ある ぼくたちの 潜水 

艇の 中へ はこびいれた。 あいにく 月 はない。 月 は 夜中 

にならない と 出ない。 

ぼくたち は、 その 夜、 この 豆 潜の 中で 眠った。 

夜明けの 二 時間 前で ある 午前 三時に、 ぼくたち は 起 

き 出た。 片 われ 月が 空に かかって いる。 その 光 をた よ 

りに ぼくたち は、 恐龍の 〔# 「恐龍の」 は 底本で は 「恐竜 

の 匕 首 を マストに とりつけた。 

夜明け を あと 三十 分に ひかえて、 ぼくたち は 恐龍 号 

しょ うこうぐ ち 

の 昇降口 を ぴったりと 閉め、 そしてい よいよ 出港す 



「なれ ども どうした」 

「帆 を 張った 現地人の カヌ— じ や」 

「なんだ、 カヌ ー か。 カヌ ー じ や、 おどかし ばえ もし 

ない が、 店開き だから、 やって みょう」 

そして、 かねての 手 害 どおり やった。 すぐさま 恐龍 

号 は 潜航に うつり、 カヌ ー 舟団を 追い越した。 そして 

ぬ ー つと 浮上に うつった ので ある。 恐龍 はかま 首 を も 

たげ、 ゆらゆらと ふりながら、 現地人の、 カヌ ー をに 

ら みつけた。 

ど ぼん、 ど ぼん。 ばたん、 ばたん。 

き や 1 つ。 き やき や 1 つ。 



「ふ ふ ふ、 これが、 こしらえ 物の 恐龍 だと 分からない 

のかな あ。 船長まで あわてて いるら しい」 

「おやおや、 針路 を かえ だした ぞ。 逃げ だすつ もりと 

見える I 

へ ん しん 

巨船 は 大きな 腹 を 見せ、 浪を 白く ひいて 変 針した。 

その あわてた 姿 は、 乗組員 や 船客の さわぎと 共に、 ぼ 

くらの 写真機に おさめられた。 巨船 は、 やがてお 尻 を 

こっちへ 見せて、 全速力で 遠ざかって いった。 

ぼくたち は、 手を叩き、 膝 をう ち、 ころげまわって 

笑った。 

恐龍 号 は、 それから ギネタ の 方へ 引つ 返した。 しか 



し、 日 はま だ 高い ので、 港へ はいる こと はよ くな かつ 

た。 そこで ぼくたち は 相談して、 ギネタ の 〔# 「ギ ネタ 

の」 は 底本で は 「キネ タの匕 北東 七 マイルの ところに あ 

る 小さい 無人島へ 艇を つけ、 夕方まで 休む ことにした。 

そこ は マング 口— プの 密林が 海の 上まで 押し出し てい 

たので、 その 密林の かげに はいって いれば、 恐龍の 長 

い 首 も 海面から 見える 心配がなかった。 

ぼくたち は、 その 無人島の かげへ 早く はいって よ 

かった と 思った。 というの は、 それから 間もなく、 頭 

上 を ぶんぶん と 飛行機が いく 台 もとび 交い、 うるさい 

ことにな つたから だ。 察する ところ、 例の 巨船 グロ リ 



「そんなら、 今夜 はこ こに 泊まろう 〔# 「泊まろう」 は 

とま 

底本で は 「泊まろう 匕」 

ぼくたち は 無人島の かげで 一 泊す る ことにな つた。 

夜に なっても 飛行機 はま だ 捜索 をつ づけて いた。 中に 

は ごていね いに 照明弾 を 落として ゆく 飛行機 もあった。 

「いやに 犬が かりにな つて 来たね」 

「きっと 恐龍 事件 は 世界中の 大ニュ —ス になって、 さ 

わがれ てい るんだ ぜ」 

「痛快 だな あ。 しかし 力が 多くて いけない や」 

夜 は 白み かかった。 

さあ、 早い ところ 帰 杭しょう と 思って、 あたりの 物 



困った。 本物の 恐龍 は 相手が 口 をき かない もの だから、 

き つ と 腹 を 立てる だろう」 

「そう なれば、 ぼくら は、 乗って 帰る 船が なくなる よ。 

そして この 島に 本物の 恐龍と い つ しょに 住む ことにな 

るだろう」 

どうきょ 

「わ— つ。 本物の 恐龍と 同居す るなん て、 考えた だけ 

て 、< ；- る、 <;> る、 <;> る、 <;> る だ I 

サム は 全身 を こまかく ふるえて 見せた。 

「ねえ、 サム。 恐龍 は、 鼻が きくだろう か。 つまりに 

えいびん 

おい を かぎつける のが 鋭敏 かな」 

「なぜ、 そんな こと を 聞 くんだ い」 
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